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	小川大二輸新所長
	　 　6月28日に、電撃移籍した田川哲史さんが、7月3日東海労組合員として初めての乗務を終えました。
	　 　以下、その退出点呼前、職場での前田分会長と東野総務科長のやり取りです。
	　 　 分会長「科長！お疲れ様です。日曜やのに出てきて何を気にして　　　　るんですか？」
	　 　 科　長「いや！そちらこそお疲れ様です。」
	　 　 分会長「ほんまですわ！3時間前に退出しましたが、会社が悪さ　　　　せんように立ち会いに来ました。何か問題ありますか？」
	　 　 科　長「いやね！4名でソファーの前に座れたら乗務員が萎縮し　　　　ますから、帰って下さいよ！」
	　 　 分会長「ユニオン役員も職場集会する時は、職場で呼び込み役で　　　　徘徊していますよね！帰って下さいは無いでしょ。退去　　　　通告じゃ無いですよね？３年前、寄本さんと池田さんが　　　　東海労に加入した時
	　 　 科　長「そんな事ありましたっけ？」
	　 　 分会長「顔が笑ってますよ！だから加入した田川さんを護衛する　　　　為に来ました。」
	　 　 科　長「何もしませんから安心して下さいって！」
	　 　 分会長「ほんまですか？絶対にですか？」
	　 　 科　長「本当です。私の責任において何もしませんから信用して　　　　下さい。」
	　 　 分会長「点呼立ち会いや、パワハラ添乗もやらないと約束できる　　　　んですか？」
	　 　 科　長「約束します。田川君には気持ち良く仕事して頂きたいだ　　　　けですから。」
	　 　 分会長「指きり！しましょうか？」
	　 　 科　長（笑い）
	　 　 分会長「信用しますわ！寄本さんと太田さんは職場から出てもら　　　　います。しかし、私と山本さんは田川さんが退出するま　　　　で立ち会います。これで良いですか？」
	　 　 科　長「はい！お願いします。」

